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あらまし 絵伝とは，伝記を絵と詞書で連続的に描画したものであり，そこに描かれたストーリを宗教的世界観と共に
解説することを絵解きという．我々は，画像生成モデルを用いることで，絵伝の画像に描かれた各場面を自動的にア
ニメーション化する手法を検討している．提案手法では，Stable Diffusionに基づく画像生成モデルをファインチュー
ニングし，image-to-imageやアニメーション生成に対応させる機能を利用することで，絵伝の画風に即した自然で滑
らかなアニメーション化を目指す．本稿では，杭全神社蔵「聖徳太子絵伝」の各場面に本手法を適用し，その有用性
を評価した結果について報告する．
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Abstract An illustrated biography (Eden) is a painting in which multiple scenes of a biography are drawn continuously with
some descriptions, and Etoki is story telling or preachment referring to religious perspective. We are studying a method for
automatically animating each scene in an illustrated biography, using an image generation model. The proposed method aims
to consistently animate the illustrations while keeping its style by fine-tuning a Stable Diffusion-based image generation model
and utilize extensions for text-to-image and animation generation. We applied the method to each scene of the “Illustrated
biographies of Prince Shotoku” in the collection of Kumata Shrine, and report its evaluation results for the usefulness of the
proposed method.
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1. は じ め に
絵伝とは，伝記を絵と詞書で連続的に描画したものであり，
そこに描かれたストーリを宗教的世界観と共に解説することを
絵解きという．絵伝の例として，大阪市平野区の杭全神社に伝
わり，15世紀に描かれたとされる「聖徳太子絵伝」を図 1に，
絵解きの様子を図 2にそれぞれ示す．この聖徳太子絵伝では，
聖徳太子の入胎・誕生から薨去・その後までが全 10幅にわたっ
て描かれており，各幅では複数の場面が 1枚の中で連続的に描
かれている．通常，絵解きは，同図 (a) や (b) のように寺院や
芸能会館で絵伝を展示し，絵解き者が必要に応じて指し棒を使
う等して絵伝中の各場面を指し示しながら解説する形式で行な

われる．近年では，同図 (c)のようにディジタル端末を用いた
「ディジタル絵解き」が実施されることもあり，これにより従
来の静的な絵解きだけでなく，より動的でより魅力的な絵解き
が可能と期待されている．しかし現状では，解説場面の拡大や
シーン遷移のエフェクト等の簡単なアニメーションを盛り込む
のに留まっており，ディジタル端末の活用は限定的である．こ
れに対して，例えば登場人物や背景の木々等に動きをもたせて
アニメーション化できれば，絵伝中の各場面の雰囲気や臨場感
を聴衆に視覚的に説明でき，更に魅力的な絵解きを実現できる
と考えられる．しかし，そのためには，知識や技術をもった専
門家が必要であったり，支援ツールを利用できるとしても事前
の作り込みが必要であるため，いくつもの場面に対してそのよ
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図 1 杭全神社蔵「聖徳太子絵伝」（全 10 幅）．

(a) 寺院での絵解き (b) 芸術会館での絵解き (c) ディジタル絵解き

図 2 絵解きの様子．

うな作業をするためには膨大な手間がかかる．
以上のような背景から，本研究では，絵伝画像と絵解き時に
使用される絵解きシナリオテキストから，絵伝中の場面をアニ
メーション化する手法を提案する．これにより，ディジタル端
末を活用したより動的で魅力的な絵解きを，手軽に実現できる
ようになることが期待される．提案手法では，text-to-imageな
画像生成モデルである Stable Diffusion およびその周辺機能を
利用して，1枚の静止画像とテキストプロンプトの組から当該
場面をアニメーション化することを考える．このとき，事前学
習済みモデルを絵伝にファインチューニングすることで，対象
とする絵伝の画風により即したアニメーション化を目指す．な
お，本研究では，保存状態の良さやスキャンデータの解像度の
観点から杭全神社蔵「聖徳太子絵伝」を対象とするが，提案手
法は他の絵伝を対象とすることも可能である．以降，関連技術
を概説したのち，手法を詳述し，評価実験の方法および結果に
ついて報告する．

2. 関 連 研 究
本節では，本研究で利用する画像生成モデルである Stable

Diffusionおよびその周辺機能を概説する．
2. 1 画像生成モデル：Stable Diffusion
Stable Diffusion [1]は，Stability AIを中心に，CompVis，Run-

way，LAIONなどの研究機関により共同で研究・開発され，2022
年 8月に Stable Diffusion v1として一般公開された画像生成モ
デルである．text-to-image タスクのための機能 txt2img を基本
として，後述の拡張機能を追加することで様々なタスクに対応
できる．本モデルは，主にVariational Auto Encoder（VAE）[2]，
Text Encoder [3]，Diffusion Model [4] の 3 つの要素から構成さ
れる．

VAEは，高次元の画像を低次元の潜在空間に圧縮するための

モジュールであり，エンコーダは画像を潜在表現へ変換し，デ
コーダは潜在表現を元の画像空間へ再構成する．エンコーダと
デコーダの構造には U-Net [5]が用いられている．

Text Encoderは，テキストプロンプトをベクトルに変換し，画
像生成の条件情報として用いる役割を果たす．Stable Diffusion
では，画像とテキストを共通の意味空間に埋め込むために，事
前学習済みの CLIPTextModelを使用している．
一般に拡散（Diffusion）モデルは，画像生成の過程において
段階的にノイズを加える Forward process と，そのノイズを除
去して画像を復元する Reverse processの 2つの過程から構成さ
れる．学習時には両プロセス間の誤差を最小化することで最適
化が行われ，推論時には Reverse processのみを実行して画像を
生成する．この際，Text Encoderから得られた潜在ベクトルは，
U-Netによる雑音除去処理における条件として用いられ，入力
テキストに対応した画像が生成される．

2. 2 機能：img2img
Stable Diffusionには，テキストの情報のみで画像生成を行な

う text-to-image（txt2img）機能に加えて，既存の画像を入力と
して画像から画像生成を行なう image-to-image（img2img）機能
が実装されている．この機能は，入力画像に雑音を加え，テキ
ストプロンプトを条件としてその雑音を拡散的に再構成するこ
とで，既存の画像の構図や形状を保ちながら，新たなスタイル
や要素を付与する．これにより，既存の画像に対して自然な変
化やスタイルの転写を行なうことが可能である．

2. 3 拡張機能：AnimateDiff
AnimateDiff [6]は，拡散モデルにおける時間的一貫性（Tem-

poral consistency）を確保しつつ，連続したフレームを生成する
ことで，静止画像を対象とした拡散モデルを動画像生成に拡
張する手法である．これにより，アニメーション生成が可能と
なる．

2. 4 拡張機能：LoRA
LoRA（Low-Rank Adaptation） [7] は，大規模なニューラル
ネットワークを効率的にファインチューニングするための手法
であり，元のモデルの重みを固定したまま少数の低ランク行列
を追加・学習することで，スタイルやタスクに特化した適応が
可能となる技術である．
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図 3 提案手法におけるアニメーション化手順．

3. 提 案 手 法
提案手法の処理手順を図 3に示す．絵伝中の 1つの場面に対
応する部分画像と絵解きシナリオテキストの組を入力し，それ
らに基づいて当該場面をアニメーション化する．画像生成モデ
ルとして Stable Diffusion（txt2img）を利用し，それに前節で紹
介した img2imgと AnimateDiff，LoRAの各機能を組み合わせる
ことで，当該場面に対応する絵伝の画風に即してアニメーショ
ン化する．以降，提案手法における各手順について詳述する．

3. 1 入力データ
提案手法では，絵伝中の 1つの場面に対応する部分画像と絵
解きシナリオテキストの組を入力データとする．シナリオテキ
ストに加えて，アニメーション化したい場面の静止画像を指定
することで，利用者である絵解き者の意図に沿った画風で登場
人物や背景が動くアニメーションを生成する．以降，各データ
について詳述する．

a ) 絵伝中の場面に対応する部分画像：
絵解き者は，絵伝に描かれた場面を選択し，それに対応する
部分領域を抽出する．ここで，テキストと画像の組を入力でき
るように，text-to-imageタスクのための Stable Diffusionの機能
の一つである img2imgを利用する．なお，部分領域の抽出（場
面を囲む矩形のアノテーション）作業は，絵伝の 1つの幅につ
いて 1回のみ必要な作業である．これまでのディジタル絵解き
における準備作業に含まれている工程でもあるため，本手法に
より追加のコストが生じるものではない．

b ) 絵解きシナリオテキスト：
絵解き者は，各解説場面について，登場人物やその動作，背
景状況などを説明したテキストを絵解きシナリオとして事前に
設定する．本手法ではこのシナリオテキストを基に，後段の生
成モデルに対するプロンプト（ポジティブプロンプト）を生成
する．ただし，通常，絵解きシナリオは日本語で記述されてい
る一方で，本手法で利用する生成モデルは英語テキストを想定
したものである．そこで，絵解き者が作成した日本語のシナリ
オテキストを英訳したものをポジティブプロンプトとして与え
る．例えば，高精度な意味変換が可能な機械翻訳サービスとし
て DeepL（注1）があり，これを利用することで原文の語調や意図を
保持した翻訳を期待する．なお，プロンプトとして，否定の条
件を指示するネガティブプロンプトも存在する．本手法では，
ChatGPT（注2）を用いて，各場面に対応するシナリオテキストを入

（注1）：DeepL: https://www.deepl.com/ja/translator/［2025/8/3 閲覧］
（注2）：ChatGPT: https://openai.com/［2025/8/3 閲覧］

力し，Stable Diffusion用のネガティブプロンプトを自動生成す
る．ここで，入力文は以下の形式で与える：

「Stable Diffusionに入力するプロンプトを下記条件に
基づいて生成してください．◯◯のシーン．ネガティ
ブプロンプトを生成してください．75単語以内で生成
してください．」

ここで「◯◯」には，各場面のタイトルおよびシナリオテキス
トを入力してから自動生成し，それをネガティブプロンプトと
して指定する．

3. 2 出力：絵伝アニメーション
Stable Diffusionに基づく画像生成モデルを用いて，絵伝中の

1つの場面に対応する部分画像と絵解きシナリオテキストの組
から，その場面をアニメーション化する．本手法では，Stable
Diffusionの拡張機能 AnimateDiffを利用することで，出力を静
止画像ではなく時系列的に連続した画像列とし，滑らかなアニ
メーション化を目指す．
また，前述のとおり，テキストプロンプトに加えて，img2img

を利用することで画像を生成時の条件とすることができるが，
出力結果を絵伝の画風に近づけるために，生成モデルをファイ
ンチューニングする．本手法では，少量の学習データでも効果
的にモデルの特化を実現することを目的として，Stable Diffusion
の拡張機能である LoRAを利用する．これにより，絵伝特有の
色使いや筆致，登場人物の特徴を保持したアニメーション化を
目指す．なお，本研究では，アニメーション化したい場面を含
む絵伝を用いてファインチューニングする．一般に検出・認識
タスクにおいては，事前学習またはファインチューニングのた
めに使用した学習データに含まれない未知のデータでテストし，
モデルの汎化性能を評価する．一方，本研究で対象とするアニ
メーション化のタスクは，未知の絵伝に対応することを目指す
ものではなく，手元の絵伝に特化したアニメーション化モデル
を構築することを目指すものである．そのため，アニメーショ
ン化したい場面を含む絵伝に特化してチューニングすることが
望ましい．

4. 実 験
実験を通じて，Stable Diffusionおよびその拡張機能を組み合

わせた提案手法による絵伝アニメーション化の有用性を評価す
る．以降，実験の条件，方法，結果を述べ，考察する．

4. 1 条 件
本実験では，Stable Diffusionおよびその周辺機能を以下のよ
うな条件で使用した．なお，乱数のシード値は 0に固定した．
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a ) Stable Diffusion：
アニメーション化のためのモデルとして，Stability AIにより
提供されている．Stable Diffusion v1.5（注3）を使用した．

b ) 絵伝中の一つの場面に対応する部分画像：
アニメーション化する絵伝中の各場面の範囲は絵解き者の専
門家が人手で設定し，512×512画素に拡縮した．

c ) テキストプロンプト：
Stable Diffusionに与えるプロンプトとしては，絵解き者の専
門家が実際の絵解きのために作成した日本語の絵解きシナリオ
テキストを DeepLで英訳したものを使用した．ネガティブプロ
ンプトには，前節で述べたとおり，ChatGPTによって自動生成
したものを用いた．

d ) LoRA：
LoRAによるスタイル特化モデルの構築にあたり，学習デー
タとして杭全神社蔵「聖徳太子絵伝」の第一幅から第十幅を使
用した．各幅の絵伝画像は 9, 902×24, 002画素であり，これを
縦 12，横 5の格子状に分割することで 1幅あたり 60枚，計 600
枚の部分画像を得た．これらの部分画像を，512×512画素にそ
れぞれ拡縮して学習に用いた．LoRAによるファインチューニ
ングでは，学習率は 1.0×10−4，総ステップ数は 10,000回，繰り
返し回数は 20回，その他のハイパパラメータは拡張機能 LoRA
の標準設定に従った．

e ) AnimateDiff：
Stable Diffusion の拡張機能 AnimateDiff を使用する際には，
アニメーション長を全 16 フレーム，フレームレートを 8 fps
に設定し，約 2 秒間の動画像を生成した．拡散過程における
Sampling stepsは 50とした．

4. 2 方 法：
杭全神社蔵「聖徳太子絵伝」の第一幅から第五幅を対象に，そ
こに描かれている場面のうち 30場面を上述の条件でアニメー
ション化した．比較評価のために，表 1に示すように，下記 4
種類の方法で Stable Diffusionを利用してアニメーション化した
結果について，解説場面を描写したものとして適切かどうかを
選好実験により比較評価した．

• 比較 1：Stable Diffusionにテキストプロンプトのみ入力
（SD）

• 比較 2：LoRAでファインチューニングした Stable Diffu-
sionにテキストプロンプトのみを入力（SD＋ LoRA）

• 比較 3：Stable Diffusionにテキストプロンプトと解説場
面の部分画像を入力（SD＋ img）

• 提案：LoRA でファインチューニングした Stable Diffu-
sionにテキストプロンプトと解説場面の部分画像を入力（SD＋
img＋ LoRA)
具体的には，場面毎に，各方法による生成結果を無作為に並べ
て評価者に提示し，「場面のタイトル，絵解きシナリオテキス
ト，元画像を参考に，登場人物の見た目や動き等が適切かどう
か」という観点で順位付けしてもらった．実験協力者は 20代

（注3）：stable-diffusion-v1-5: https://huggingface.co/stable-diffusion-

v1-5/stable-diffusion-v1-5［2025/8/3 閲覧］

表 1 本実験における比較手法の詳細．

手法 Stable Diffusion で利用する拡張機能
txt2img img2img AnimateDiff LoRA

比較 1 ✓ ✓

比較 2 ✓ ✓ ✓

比較 3 ✓ ✓ ✓

提案 ✓ ✓ ✓ ✓

表 2 各手法における順位別選択回数．

手法 選択順位
1 位 2 位 3 位 4 位

比較 1（SD） 2 10 23 115
比較 2（SD ＋ LoRA） 19 32 78 21
比較 3（SD ＋ img） 24 84 36 6
提案 （SD ＋ img ＋ LoRA） 105 24 13 8

男性 5名であった．この結果に基づいて，手法毎，順位毎に選
択された回数を集計した．

4. 3 結 果
実験結果を表 2に示す．提案手法では 1位の選択率が全体の

7割にあたる 105件であり，絵伝内の各場面のアニメーション
として他の手法よりも適切なものを生成できたと考えられる．
一方，最も低評価（4位）の割合が高かったのは Stable Diffusion
に拡張機能を追加しない手法 1 であった. これらの結果から，
img2imgや LoRAを導入する提案手法の総合的な有用性を確認
した．
また，各手法によってアニメーション化の例を図 4 および
図 5にそれぞれ示す．図 4は「黒馬に乗って富士山頂を飛ぶ」
場面に対する生成結果，図 5は「経論を読む太子と臣下二人」
場面に対するアニメーション化結果である．以降，それぞれの
結果に注目して，提案手法の有用性を考察する．

a ) 「黒馬に乗って富士山頂を飛ぶ」場面：
黒馬に乗って富士山頂を飛ぶのシーンのアニメーション化結
果について，使用したプロンプトは以下のとおりである：

• 絵解きシナリオテキスト原文：「黒駒に乗って東国にあ
そび富士山頂を飛ぶ。富士山、馬に乗った太子、従者」

• 英訳：“Fly to the east on a black horse and fly over the summit
of Mt, Fuji, a prince on horseback, and a retinue”

• ネガティブプロンプト：“modern clothing, anime style, sci-
fi, cartoonish, surrealism, horror, low resolution, modern buildings,
distorted anatomy, text, watermark, futuristic elements”
図 4 におけるアニメーション化結果を見ると，全手法で馬に
乗る男性が描写されていることを確認できる．比較 3（SD ＋
img）および提案手法（SD＋ img＋ LoRA）においては，元画
像と類似した構図が保持されており，絵解きシナリオテキスト
に沿った自然な動作がみられる．特に，比較 3と比較して提案
手法では，筆致や画風といった絵伝固有のスタイルがより忠実
に再現されており，視覚的にも一貫性があるアニメーション化
に成功している．
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b ) 「経論を読む太子と臣下二人」場面：
経論を読む太子と臣下二人のシーンのアニメーション化結果
について，使用したプロンプトは以下のとおりである：

• 絵解きシナリオテキスト原文：「経論披見。経論を読む
太子、臣下二人」

• 英訳：“Reading the sutras,The Crown Prince and two of his
subjects reading the sutras”

• ネガティブプロンプト：“modern clothes, futuristic ele-
ments, anime style, distorted faces, extra limbs, blurry, low resolu-
tion, cartoonish, modern furniture, text, watermark, surreal, horror”
図 5におけるアニメーション化結果を見ると，各比較手法と比
べて，提案手法は構図の保持，スタイルの再現性，動きの自然
さのいずれにおいても優れていることを確認できる．特に，絵
伝画像の特徴的な構図や筆致がより良く保持されている．

4. 4 考 察
実験結果を総括するとともに，提案するアニメーション化手
法の改善点について考察する．まず，選好実験の結果から，提
案手法（SD＋ img＋ LoRA）は各拡張機能を除いた比較手法
よりも登場人物の外見や動作，構図の再現性，全体の一貫性に
おいて最も高く評価された．よって img2imgおよび LoRA（お
よび AnimateDiff）の導入は，絵解きのための絵伝アニメーショ
ン化というタスクにおいて有用であったといえる．
一方，本実験ではアニメーションの長さを約 2秒としたが，
生成結果の中には，動作の大きさや変化に限界があり，人物の表
情変化や複雑な動作を十分に描写できない場面も見られた．ま
た，プロンプトの記述内容によって動作の明瞭さや自然さに差
が生じることもあった．これに関して，絵解きシナリオテキス
トを英訳してプロンプトを作成した場合と，ChatGPTによりプ
ロンプトを作成した場合の結果の例を図 6に示す．これを見る
と，絵解きシナリオテキストに基づく生成結果では不自然な雑
音が生じているのに対して，自動生成されたプロンプトに基づ
く結果では比較的滑らかで一貫性があるアニメーションになっ
ていることがわかる．よって，今後は，絵解きシナリオテキス
トからの最適なプロンプト生成方法を検討する必要がある．

5. ま と め
本報告では，動的で魅力的な絵解きを支援するために，絵
伝に描かれた各場面をアニメーション化する手法を検討した．
提案手法では，絵伝中の場面に対応する部分画像と絵解きシ
ナリオテキストから Stable Diffusion に基づく画像生成モデル
によりアニメーション化する．絵伝の画風を維持した自然で
滑らかなアニメーション化のために，text-to-imageを基本とす
る Stable Diffusion を LoRA によりファインチューニングし，
image-to-imageタスクや時系列画像の出力に対応させる各種拡
張機能を組み合わせた．評価実験では，提案手法および各拡張
機能を除いた 3種類の比較手法と比較し，提案手法によって，
各場面をよく描写したアニメーション化ができることを確認
した．
今後の課題としては，アニメーションの長さの指定やテキス
トプロンプト生成に関する最適化が挙げられる．また，実際の

絵解きにおける生成結果の有用性についても調査していく.
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